
【検索論理式 】がメチャクチャ です。
どうする特許庁！ 目覚めよ審査官 !! 「補正制限違反 」で、お粗末な「審査」（サーチ）による特許付与を

Honest examination is the mission of the Patent Office
特に、審査官が登録調査機関の検索者を指導して作らせている「検索論理式 」の作成や、自らが作成していると思われる「検索論理式 」の作成を、根本的に改革すべきです。

判例から見た特許権侵害差止等  請求事件（ 改訂２件目 ）・・・原告の請求棄却（原告＝ タニタの権利無効・消滅）

【検索論理式 】がメチャクチャ・ハチャメチャです！！

・特許庁 （行政）

特開平１１-１２８１９８ フロントページ 特開平１１-１２８１９８ （補正書） 【請求項１〜６】 特開平１１-１２８１９８ （補正書） 【請求項6〜17】 特開平１１-１２８１９８ （補正書） 【請求項17】 出願情報 下記の「ＦＩ」と「Ｆターム」は、「ＦＩ分類表」と「Ｆタームリスト」として、本エクセル資料の２シート目以降に挙げておきます。

ＦＩ記事

G01G19/50Z その他のもの G01G19/50・・付加的測定装置，例．身長計，をもつもの G01G19/44・人間の体重を測定するもの G01G19/00　グループＧ０１Ｇ１１／００～Ｇ０１Ｇ１７／００に分類されない特殊な目的に適応される重量測定装置または方法G01G：重量測定

G01N27/02Z その他のもの G01N27/02・インピーダンスの調査によるもの G01N27/00　電気的，電気化学的，または磁気的手段の利用による材料の調査または分析
G01N：材料の化学的または物理的性
質の決定による材料の調査または分
析

A61B5/05B 生体のインピ－ダンスを測定するもの A61B5/05・電流または磁場による診断のための検出，測定または記録；マイクロ波または電波を用いる測定A61B5/00　診断のための検出，測定または記録；個人識別 A61B：診断；手術；個人識別

A61B5/10,300G ・体重計と結合したもの A61B 5/10,300・・身体の寸法を測定するもの，例．身体全体またはその部分の大きさA61B 5/10・人体またはその部分の形状，模様，寸法，動きの検査のための測定または記録用具 A61B5/00　診断のための検出，測定または記録 A61B：診断；手術；個人識別

A61B5/107,401 ・・・・体重計と結合したもの A61B5/107,400・・・身長の測定 A61B5/107・・身体の寸法を測定するもの，例．身体全体またはその部分の大きさA61B5/103・診断目的のため，身体またはその部分の形，型，大きさまたは動きを検査するための測定用装置A61B5/00　診断のための検出，測定または記録；個人識別 A61B：診断；手術；個人識別

A61B5/0537,100 ・・・・脂肪，筋肉または骨 A61B5/0537・・・インピーダンスにより体組成を測定す
るもの，例．組織の水和または脂肪含有量

A61B5/053・・身体の一部分の電気インピーダンスまたはコンダクタンスを測定
するもの A61B5/05・電流または磁場による診断のための検出，測定または記録；マイクロ波または電波を用いる測定A61B5/00　診断のための検出，測定または記録；個人識別 A61B：診断；手術；個人識別

テーマコード記事 Fターム記事 電気的手段による材料の調査、分析 Fターム記事 生体の電気現象及び電気的特性の測定・記録 Fターム記事 生体の呼吸・聴力・形態・血液特性等の測定 Fターム記事 生体の電気現象及び電気的特性の測定・記録 

2F048 特殊目的重量測定 ( カテゴリ : 計測 ) 2G060 AA15 ・・生命体 AA08 ・固体 AA00 センサが接しているもの 4C027 AA06 ・生体インピーダンス AA00 生体信号種別［心音，体位］ 4C038 VA09 ・肥満度チェック VA00 目的 4C127 AA06 ・生体インピーダンス AA00 生体信号種別［心音，体位］

2G060 電気的手段による材料の調査、分析 ( カテゴリ : 物理測定 ) 2G060 AD09 ・・・動物 AD06 ・・生命体及び関連物質AD05 ・有機物 AD00 検出対象及び成分（固体） 4C027 CC00 目的［画質向上］ CC00 目的［画質向上］ 4C038 VA20 ・その他 VA00 目的 4C127 CC00 目的［画質向上］ CC00 目的［画質向上］

4C027 生体の電気現象及び電気的特性の測定・記録 ( カテゴリ : 医学診断 )2G060 AE40 ・その他（Ｆ） AE00 検出対象（状態） 4C027 EE01 ・入力部に特徴［電極配置，入力インピーダンス］EE00 測定部に特徴 4C038 VB14 ・・足 VB01 ・人体 VB00 測定対象 4C127 EE01 ・入力部に特徴［電極配置，入力インピーダンス］EE00 測定部に特徴

4C038 生体の呼吸・聴力・形態・血液特性等の測定 ( カテゴリ : 医学診断 ) 2G060 AF06 ・インピ－ダンス AF00 センサで測定する電気的特性 4C027 KK01 ・機械的構造が図示されたもの KK00 その他 4C038 VB35 ・全身 VB00 測定対象 4C127 KK01 ・機械的構造が図示されたもの KK00 その他

4C127 生体の電気現象及び電気的特性の測定・記録 ( カテゴリ : 医学診断 )2G060 AG05 ・面状のもの AG00 用いる電極の構成 4C038 VC20 ・その他 VC00 測定手段

審査官フリーワード記事

2G060 人体 4C027 体内脂肪重量計 4C038 生体インピ−ダンス測定

2G060 体内脂肪重量 4C038 体重 4C027 足裏以外の部分に接触可能な電極

4C027 精度の向上 4C038 体内脂肪重量計 4C127 足裏以外の部分に接触可能な電極

4C127 体重 4C127 体内脂肪重量計

4C027 体重 4C127 精度の向上

審査記録

特許願 1997/10/31

出願審査請求書 2004/5/31

検索報告書 2006/4/10

拒絶理由通知書 拒絶理由条文コード (27  第２９条＋第３６条) 2006/5/17

手続補正書 2006/6/16

意見書 2006/6/16

特許査定 2006/7/11

登録料納付 2006/7/11

検索報告書

書誌事項

登録調査機関名 財団法人工業所有権協力センター

登録調査機関コード 1

指導者名 指導者コード L121 渡部　利行          

検索者名 検索者コード KL01 佐藤　茂            

テーマコード 4C027

検索日 2006年 3月31日

検索報告書作成日 2006年 3月31日

２．検索論理式

年月範囲：    年  月  日～1999年 5月19日 （注）公開日：１９９９年５月１８日

Ｎｏ クレーム
Ｎｏ

テーマコード 【検索論理式】 【件数】 【検索論理式】の内容 ＦＩ：　A61B5/05 Ｆターム：　AA06  Ｆターム：　EE01  検索用語
（近傍演算） or （無し）

1   1-17                                                        4C027                                    [A61B5/05@B+AA06]*EE01*足,5N,電極/TX　　（本願含む） 37   [ＦＩ + Ｆターム]  *  [Ｆターム]  *  [検索用語（近傍演算：5N）] ・電流または磁場による診断のための検出，測定または記録；マイクロ波または電波を用いる
測定 or ・生体インピーダンス and ・入力部に特徴［電極配置，入力インピーダン

ス］
and 足,5N,電極/TX　

IPCCが付与した分類は【検索論理式】に反映されていない。

テーマコード「 4C027」（生体の電気現象及び電気的特性の測定・記録）

が付与されたもののみを調査対象としている
「支離滅裂」な【検索論理式】の作成

2   1-17                                                        4C027                                    [A61B5/05@B+AA06]*足,5N,電極/TX-\1 25   [ＦＩ + Ｆターム]  *  [検索用語（近傍演算：5N）] ・電流または磁場による診断のための検出，測定または記録；マイクロ波または電波を用いる
測定 or ・生体インピーダンス and 足,5N,電極/TX　

3   1-17                                                        4C027                                    足,5N,電極/TX-\(1-2) 59    [検索用語（近傍演算：5N）] 足,5N,電極/TX　

4   1-17                                                        4C027                                    足,10N,電極/TX-\(1-2) 47    [検索用語（近傍演算：10N）] 足,10N,電極/TX　

5   1-17                                                        4C027                                    ??アタッチメント+アタッチメント/TX 8     [検索用語] アタッチメント

6   1-17                                                        4C027                                    [A61B5/05@B+AA06]*全文[靴下] 21   [ＦＩ + Ｆターム]  *  [検索用語（全文）] ・電流または磁場による診断のための検出，測定または記録；マイクロ波または電波を用いる
測定 and 靴下

7   1-17                                                        4C027                                    [A61B5/05@B+AA06]*全文[カバー] 19   [ＦＩ + Ｆターム]  *  [検索用語（全文）] ・電流または磁場による診断のための検出，測定または記録；マイクロ波または電波を用いる
測定 and 勘合

8   1-17                                                        4C027                                    [A61B5/05@B+AA06]*全文[勘合] 2    [ＦＩ + Ｆターム]  *  [検索用語（全文）] ・電流または磁場による診断のための検出，測定または記録；マイクロ波または電波を用いる
測定

9   1-17                                                        4C027                                    ??ふくらはぎ+ふくらはぎ/TX+??脹脛+脹脛/TX 6     [検索用語] ふくらはぎ+脹脛

10  1-17                                                        4C027                                    ??かかと+かかと/TX+??踵+踵/TX 23    [検索用語] かかと+踵

11  1-17                                                        4C027                                    [A61B5/05@B+AA06]*[電極,5N,切換/TX+電極,5N,切替/TX+電極,5N,切り換/TX+電極,5N,切り替/TX]32   [ＦＩ + Ｆターム]  *  [検索用語（近傍演算：5N）] ・電流または磁場による診断のための検出，測定または記録；マイクロ波または電波を用いる
測定 and 電極,5N,切換

12  1-17                                                        4C027                                    Ｕ字/TX 54    [検索用語] Ｕ字/TX

スクリーニング件数合計： 333 スクリーニング件数（３３３件）が少なすぎる。

３．スクリーニングサーチの結果（提示文献毎の表示）

Ｎｏ
提示文献
の種類 【提示文献】 【代表カテゴリ】 式Ｎｏ

1   特許文献 特開昭６２－１６９０２３号公報 A    1   

2   特許文献 特開平０６－３０４１４９号公報 A    別   上記の【検索論理式】以外のものから得られた文献か？

3   特許文献 特開平０７－０５９７４４号公報 A    1   

4   特許文献 特表２０００－５０２９３０号公報 EA   8    国際公開第９７／２４９８４号

5   特許文献 実願平０３－０２７０４９号（実開平０５－０４１５０５号）のＣＤ－ＲＯＭ A    1   

6   特許文献 実願昭５９－１２１４０７号（実開昭６１－０３６６０５号）のマイクロフィルム A    3   

7   特許文献 特開昭５６－１６１０３６号公報 A    12  

8   特許文献 特表平０８－５０５２９１号公報 A    11  

9   特許文献 特開昭６１－２３２５２２号公報 A    別   上記の【検索論理式】以外のものから得られた文献か？

【提示文献数】：  9 審査官へ提示した文献は、　「Ａ文献」のみ

拒絶理由通知書  出願情報
引用調査データ記事

　起案日　　　　　　　　　　平成１８年　５月１１日  拒絶理由通知（拒絶理由の引用文献情報） 　　　起案日(2006/05/11)

　特許庁審査官　　　　　　　安田　明央　　　　　　　　３７０４　２Ｑ００

　特許出願人　　　　　　　　株式会社タニタ　様

　適用条文　　　　　　　　　第２９条第２項、第３６条 （進歩性） （明確性）

　この出願は、次の理由によって拒絶をすべきものである。これについて意見が

あれば、この通知書の発送の日から６０日以内に意見書を提出して下さい。

　　　　　　　　　　　引　用　文　献　等　一　覧

１．特開平６－３０４１４９号公報  引用文献番号( 特開平06-304149号公報 )

２．国際公開第９７／２４９８４号パンフレット  引用文献番号( ＷＯ　国際公開　097024984) 特表２０００－５０２９３０号公報

・先行技術文献  拒絶理由（先行技術）　　　　　　　　　　　　　　　 起案日(2006/05/11)
　　　　　　　　　　　　特開平７－５９７４４号公報

 引用文献番号( 特開平07-059744号公報 )

　　　　　　　　　　　　特開平１０－１２７５９３号公報  引用文献番号( 特開平10-127593号公報 )

　　　　　　　　　　　　特開平２－４３２５号公報  引用文献番号( 特開平02-004325号公報 )

　　　　　　　　　　　　特開昭４８－２５３８６号公報  引用文献番号( 特開昭48-025386号公報 )

　　　　　　　　　　　　特開昭６１－２３２５２２号公報  引用文献番号( 特開昭61-232522号公報 )

　　　　　　　　部長／代理　　審査長／代理　審査官　　　　審査官補　　

　　　　　　　　　　　　　　　本郷　徹　　　安田　明央　　川上　則明　

手続補正書 2006/6/16 補正箇所

 【請求項１４】　載置台上に被測定者が乗ることで体重を測定する重量測定装置と、靴 下の無い足上部に接触する足用電極を上部のＵ字形状の両内側に備え前記載置台上に配設 された足用アタッチメントと、前記足用電極を通じて、被測定者の生体インピーダンスを 測定するインピーダンス測定装置と、前記体重と前記生体インピーダンスを演算処理して 被測定者の体内脂肪重量を算出する演算処理装置とを備えることを特徴とする体内脂肪重 量計。 　 　

 【請求項１５】　前記足用アタッチメントは、左足用と右足用が１個の部材に配設され ている請求項１４に記載の体内脂肪重量計。

意見書 2006/6/16  【請求項１６】　前記足用アタッチメントの上部は高さを調節できる請求項１５に記載 の体内脂肪重量計。

特許査定  出願情報
引用調査データ記事

　起案日　　　　　　　　　　平成１８年　７月　４日  特許査定(特許査定時の参考文献) 　　起案日(2006/07/04)

　特許庁審査官　　　　　　　安田　明央　　　　　　　　３７０４　２Ｑ００

　発明の名称　　　　　　　　体内脂肪重量計

　請求項の数　　　　　　　　　１６

　特許出願人　　　　　　　　株式会社タニタ

　この出願については、拒絶の理由を発見しないから、特許査定する。

２．参考特許文献

　特開平０６－３０４１４９　　　　　　　　　　　　　　（ＪＰ，Ａ）　　　  引用文献番号( 特開平06-304149号公報 )

　国際公開第９７／０２４９８４　　　　　　　　　　　　（ＷＯ，Ａ１）　　  引用文献番号( ＷＯ　国際公開　097024984)

　特開平０７－０５９７４４　　　　　　　　　　　　　　（ＪＰ，Ａ）　　　  引用文献番号( 特開平07-059744号公報 )

　特開平１０－１２７５９３　　　　　　　　　　　　　　（ＪＰ，Ａ）　　　  引用文献番号( 特開平10-127593号公報 )

　特開平０２－００４３２５　　　　　　　　　　　　　　（ＪＰ，Ａ）　　　  引用文献番号( 特開平02-004325号公報 )

　特開昭４８－０２５３８６　　　　　　　　　　　　　　（ＪＰ，Ａ）　　　  引用文献番号( 特開昭48-025386号公報 )

　特開昭６１－２３２５２２　　　　　　　　　　　　　　（ＪＰ，Ａ）　　　  引用文献番号( 特開昭61-232522号公報 )

特許3830255 【請求項１〜4】 特許3830255 【請求項５〜１６】

　　年金不納による抹消 　　　　 本権利消滅日(2014/07/21)

javascript:void(0)


・裁判所 （司法）

（東京地方裁判所）

請求棄却の理由・・・「  本件特許発明は， 無効理由を有する ことから，原告は，被告に対し 権利を行使することができない  」

項番 事件番号および言渡日 主文 請求棄却の理由 請求額 原告等
（特許権者）

被告等
（侵害者） 特許番号 発明の名称 発明の概要 侵害対象製品

2

平成19(ワ)6565 特許権侵害差止等請求事件

１原告の請求を棄却する。

( まとめ4）
よって,第2回補正は,当初明細書に記載した事項の範囲内でする補正とはいえないから,特許法17条の2第3項に違反するものであり,本件特許
は,同法123条1項1号に該当し,無効とされるべきものであり,原告は,同法10条の3により,同権利の行使をすることができない。
4　結論
以上によれば,原告の請求は,補正制限違反を理由とする特許無効により,輸入自認物件については更に構成要件の非充足により,理由がない
から,棄却することとし,主文のとおり判決する。

2,000万円 ㈱タニタ ㈱オーワメディカル 3,830,255 体内脂肪重量計
・生体インピーダンスと体重を同時に測定し、別に入力
された身長、性別、年齢等の身体的データを基に体内
脂肪量を算出表示する体内脂肪量計付体重計

「体成分分析器」
ＺＥＵＳ９．９ ＰＬＵＳ
他７件

平成１９年９月２６日判決言渡 東京地方裁判所

平成１９年(ワ)第６５６５
東京地方裁判所　

平成１９年(ワ)第６５６５
東京地方裁判所　

補正制限

本件特許は，同法１２３条１項１号に該当し，無効とされるべきものであり，原告は，同法１０４条の３により，同権利の行使をすることがで
きない。

原告の請求は，補正制限違反を理由とする特許無効により，輸入自認物件については更に構成要件の非充足により，理由がないか
ら，棄却することとし，主文のとおり判決する。

（知的財産高等裁判所）

請求棄却の理由・・・「  本件特許発明は， 無効理由を有する ことから，原告は，被告に対し 権利を行使することができない  」

項番 事件番号および言渡日 主文 請求棄却の理由 請求額 原告等
（特許権者）

被告等
（侵害者） 特許番号 発明の名称 発明の概要 侵害対象製品

2

平成19(ネ)10087　 特許権侵害差止等請求控訴事件

１　本件控訴を棄却する。
本件製品１ないし８が本件特許権を侵害していると認めるこ
とはできず，控訴人の本訴請求はいずれも理由がなく，原判
決は相当であって，本件控訴は理由がない。

2,000万円 ㈱タニタ ㈱オーワメディカル 3,830,255 体内脂肪重量計
・生体インピーダンスと体重を同時に測定し、別に入
力された身長、性別、年齢等の身体的データを基に体
内脂肪量を算出表示する体内脂肪量計付体重計

「体成分分析器」
ＺＥＵＳ９．９ ＰＬＵＳ
他７件

平成２０年６月５日判決言渡知的財産高等裁判所

原告の請求棄却（原告＝タニタの権利無効）。　

東京地方裁判所により「補正要件違反」であると断定され、更にまた知的財産高等裁判所では「本件製品が非侵害」とされて、そして本件特許を「権利無効」とされ権利が消滅たものの２件目です。

特許権者である原告の㈱タニタは、自分が保有する特許第３,８３０,２５５号（体内脂肪重量計）について、その特許の「有効性」を検証しなかったと思われます。

「有効性」とは、自社の特許についての、例えば「無効資料調査」等を行うことで、たとえ利害関係者などの第三者からの「無効審判」を起こされても、自社の特許は盤石であると確信することです。

それにも拘らず、特許庁より与えられた特許を有効と信じて、㈱オーワメディカルを特許侵害している、と提訴しました。

先ず、東京地方裁判所により、「本件特許は，同法１２３条１項１号に該当し，無効とされるべきものであり，原告は，同法１０４条の３により，同権利の行使をすることができない。」とされました。

その理由として「原告の請求は，補正制限違反を理由とする特許無効により，輸入自認物件については更に構成要件の非充足により，理由がないから，棄却することとし，主文のとおり判決する。」と述べています。

特許法１２３条１項１号 は、新規事項追加（新規事項を追加する補正がされた場合 ）で、「補正要件違反 」です。

一方、知的財産高等裁判所は、「本件製品１ないし８が本件特許権を侵害していると認めることはできず ，控訴人の本訴請求はいずれも理由がなく，原判決は相当であって，本件控訴は理由がない。」との判断を下しました。

そして、知的財産高等裁判所は、原審の「補正制限違反を理由とする特許無効」については、判断をしていません。

以上のことから、本来なら、㈱タニタの出願に対して、特許庁は特許を与えるべきでなかったと考えます。

ここで強調したいことは、特許庁での審査経過では、登録調査機関（ IPCC）の検索者（佐藤茂）が作成した、幼稚でズサンな【検索論理式】により得られたものは「 A文献」のみです。

これにより得られた引用文献をもって、審査官（安田明央 3704）は「拒絶理由通知書」を発しましたが、出願人は「手続補正書」によりこれを回避し、結局、登録を勝ち取りました。

登録されたと言えども、東京地方裁判所および知的財産高等裁判所では上記の結果となりました。

繰り返しになりますが、登録調査機関の検索者が作成する【検索論理式】の無茶苦茶さ、そして特許庁の審査官による、不十分な （サーチ） に基づいての、特許付与は許されません。

特許庁の審査官は、所謂（サーチ） ではない、正しい「先行技術調査」を学び直す必要があると思います。

ここで、本件特許公開の「出願情報」のうち「ＦＩ」と「Ｆターム」を、本エクセル資料の２シート目以降に挙げておきました。

平成１９年（ネ）第１００８７号
知的財産高等裁判所　

平成１９年（ネ）第１００８７号
知的財産高等裁判所　

本件製品１ないし８が本件特許権を侵害していると認めることはできず ，控訴人の本訴請求はいずれも理由がなく，原判決は相当であって，本件
控訴は理由がない。

原審の「補正制限違反を理由とする特許無効」については、判断をしていない



FI = G01G19/50@Z　その他のもの

G01G：重量測定

G01G19/00　グループＧ０１Ｇ１１／００～Ｇ０１Ｇ１７／００に分類されない特殊な目的に適応される重量測定装置または方法

G01G19/44・人間の体重を測定するもの

G01G19/50　・・付加的測定装置，例．身長計，をもつもの

G01G19/50@Z　その他のもの





FI = G01N27/02@Z　その他のもの

G01N：材料の化学的または物理的性質の決定による材料の調査または分析

G01N27/00　電気的，電気化学的，または磁気的手段の利用による材料の調査または分析

G01N27/02　・インピーダンスの調査によるもの

G01N27/02@Z　その他のもの



FI = A61B 5/05@B　生体のインピ－ダンスを測定するもの

FI = A61B 5/10,300@G　・体重計と結合したもの

FI = A61B5/107,401　・・・・体重計と結合したもの

FI = A61B5/0537,100　・・・・脂肪，筋肉または骨

A61B：診断；手術；個人識別

A61B5/00　診断のための検出，測定または記録；個人識別

A61B5/05　・電流または磁場による診断のための検出，測定または記録；マイクロ波または電波を用いる測定

A61B 5/05@B　生体のインピ－ダンスを測定するもの 旧分類

A61B 5/10　・人体またはその部分の形状，模様，寸法，動きの検査のための測定または記録用具

A61B 5/10,300　・・身体の寸法を測定するもの，例．身体全体またはその部分の大きさ

A61B 5/10,300@F　身長の測定

A61B 5/10,300@G　・体重計と結合したもの 旧分類

A61B5/103　・診断目的のため，身体またはその部分の形，型，大きさまたは動きを検査するための測定用装置［５］

A61B5/107　・・身体の寸法を測定するもの，例．身体全体またはその部分の大きさ［５］

A61B5/107,400　・・・身長の測定

A61B5/107,401　・・・・体重計と結合したもの

A61B5/053　・・身体の一部分の電気インピーダンスまたはコンダクタンスを測定するもの［２０２１．０１］

A61B5/0537・・・インピーダンスにより体組成を測定するもの，例．組織の水和または脂肪含有量［２０２１．０１］

A61B5/0537,100　・・・・脂肪，筋肉または骨



テーマコード : 2F048 テーマコード記事の記載なし

テーマコード 2F048

説明 特殊目的重量測定 ( カテゴリ : 計測 )

FIカバー範囲 G01G19/00-19/64

観点 Fターム FI適用範囲

Copyright JPO and INPIT



テーマコード : 2G060
テーマコード 2G060

説明 電気的手段による材料の調査、分析 ( カテゴリ : 物理測定 )

FIカバー範囲 G01N27/00-27/10;27/14-27/24

観点 Fターム FI適用範囲

AA AA00 AA01 AA02 AA03 AA04 AA05 AA06 AA07 AA08 AA09 AA10 G01N27/00-
27/10;27/14-
27/24センサが接

しているも
の

・気体 ・・可燃ガ
ス（還元
性ガス）

・・排気ガ
ス

・・二種以
上の気体
（空気は
除く）

・液体 ・・溶液 ・・血液，
尿等の液
体

・固体 ・・部品 ・・金属

AA11 AA12 AA13 AA14 AA15 AA16 AA17 AA18 AA19 AA20

・・ゴム，
プラス
チックス

・・穀物 ・・木材 ・・土，
砂，セメ
ント

・・生命体 ・・・バク
テリヤ

・気体と
液体

・気体と
固体

・液体と固体 ・その他
（Ｆ）

AB AB00 AB01 AB02 AB03 AB04 AB05 AB06 AB07 AB08 AB09 AB10

検出成分
（気体）

・無機ガ
ス

・・水（湿
度）

・・水素 ・・チッ素 ・・酸素 ・・ハロゲ
ン

・・アンモ
ニア

・・一酸化
炭素

・・二酸化炭
素

・・チッ素
酸化物

AB11 AB12 AB13 AB15 AB16 AB17 AB18 AB19 AB20

・・イオウ
酸化物

・・その他
の酸化物

・・ハロゲ
ン化合物

・有機ガス ・・飽和炭
化水素

・・・メタン ・・・エタ
ン，プロ
パン，ブ
タン

・・不飽和炭
化水素

・・・エチ
レン

AB21 AB22 AB24 AB26

・・アル
コール

・・アルデ
ヒド，カル
ボン酸

・毒ガス ・におい

AC AC00 AC01 AC02 AC03 AC04 AC05 AC06 AC07 AC08 AC09 AC10

検出成分
（液体）

・水（結
露，水
分）

・溶液 ・・気体が
溶解した
もの

・・液体が
溶解した
もの

・・固体が溶
解したもの

・・・固体
がホウ
素，ホウ
素化合物
であるも
の

・・・リチ
ウム及び
その化合
物

・・・ナトリ
ウム及び
その化合
物

・・・カリウム
及びその化
合物

・・・有機
物

AD AD00 AD01 AD02 AD03 AD04 AD05 AD06 AD07 AD08 AD09

検出対象
及び成分
（固体）

・無機物 ・・水
（氷，雪，
霜）

・・炭素 ・・金属 ・有機物 ・・生命体
及び関連
物質

・・・植物 ・・・バク
テリヤ

・・・動物

AE AE00 AE01 AE02 AE03 AE04 AE05 AE07 AE08 AE09 AE10

検出対象
（状態）

・キズ，
欠陥

・・ピン
ホール

・・・被覆
のピン
ホール

・・クラッ
ク

・・埋設管の
キズ，欠陥

・汚れ ・・センサ
自体の汚
れ

・・環境の汚
れ

・・・排水
の汚れ

AE11 AE12 AE13 AE14 AE16 AE17 AE18 AE19 AE20

・漏れ ・・水の漏
れ

・・油の漏
れ

・・放射性
物質の漏
れ

・濃度 ・・溶液の
濃度

・・・ＰＨ ・・ガス濃度 ・・固体の
濃度（ト
ナー）

AE21 AE22 AE23 AE24 AE26 AE27 AE28 AE29 AE30

・化学反
応の進行

・・中和 ・・セメン
トの凝固

・・樹脂の
固化

・劣化 ・・セン
サーの劣
化

・・金属材
料の劣化

・・有機物の
劣化

・・・油の
劣化

AE31 AE33 AE34 AE35 AE40



・液面レ
ベル

・熱 ・・炎 ・・凍結 ・その他
（Ｆ）

AF AF00 AF01 AF02 AF03 AF04 AF06 AF07 AF08 AF09 AF10

センサで測
定する電気
的特性

・用いる
電流

・・直流 ・・交流 ・・・パル
ス

・イン
ピ－ダン
ス

・・抵抗
（オ－ム）

・・・導電
率

・・・電気抵抗
に基因する
電位差

・容量

AF11 AF13 AF15 AF20

・・誘電率 ・起電力 ・電位 ・その他
の電気的
特性（Ｆ）

AG AG00 AG01 AG02 AG03 AG04 AG05 AG06 AG07 AG08 AG09 AG10

用いる電極
の構成

・線状，
針状のも
の

・・プリン
トにより
つくられ
たもの

・・二電極
であるも
の

・・四電極
以上のも
の

・面状のもの ・・プリン
トにより
つくられ
たもの

・・ローラ
状のもの

・・平板状
のもの

・・・亀裂をみ
るためのも
の

・・同一平
面上に同
極，異極
のあるも
の

AG11 AG13 AG14 AG15

・・同極，
異極を立
体的に用
いるもの

・電極を
切り換え
て用いる
もの

・・走査電
極をもつ
もの

・電極材料に
特徴をもつも
の

BA BA00 BA01 BA03 BA05 BA07 BA09 BA10

ガス検知の
方法

・酸化物
半導体型
素子を用
いるもの

・接触燃
焼式素子
を用いる
もの

・熱伝導度型
素子を用いる
もの

・ＦＥＴを
用いるも
の

・電気容量素
子を用いるも
の

・・弁作用
金属を用
いるもの

BB BB00 BB01 BB02 BB03 BB04 BB05 BB07 BB08 BB09 BB10

ガス検知素
子の構成

・ガス検
知体の構
成

・・温度に
よる電気
抵抗変化
をみるも
の

・・・電極
上の担体
の形状，
構造に特
徴を持つ
もの

・・・担体
の材料に
特徴を持
つもの

・・・熱伝導体
を用いて熱を
放散させるも
の

・・電極間
に空間を
持つもの

・・・空間
にガス吸
収物質を
持つもの

・・・・ガス吸
収物質が無
機物である
もの

・・・・ガス
吸収物質
が有機物
であるも
の

BB11 BB12 BB13 BB14 BB15 BB16 BB17 BB18

・フィル
ターの構
成

・・ガス検
知体と一
体化した
もの

・・ガス検
知体と分
離された
もの

・・フィル
ターの材
料に特徴
があるも
の

・触媒の構成 ・・触媒の
構造に特
徴を持つ
もの

・・・複数
の触媒層
を持つも
の

・・触媒の
材料に特
徴を持つ
ものBC BC00 BC01 BC02 BC03 BC04 BC05 BC06 BC07 BC08

試料ガス供
給のため
の構成

・自然流
動させる
もの

・強制流
動させる
もの

・・ポンプ
を用いる
もの

・キャリヤ
ガスを用
いるもの

・標準ガスを
用いるもの

・試料ガ
スを循環
させるも
の

・ガス濃
度を保つ
ための構
成を持つ
もの

・クロマト
グラフと
連結され
たものBD BD00 BD01 BD02 BD03 BD04 BD06 BD08 BD10

その他ガス
センサに関
する構成

・補償素
子を用い
るもの

・・温度補
償素子を
用いるも
の

・・ガス濃
度補償素
子を用い
るもの

・・湿度補
償素子を
用いるも
の

・防爆に
関する構
成

・取付け
に関する
構成

・その他
（Ｆ）

CA CA00 CA01 CA02 CA03 CA04 CA05 CA06 CA07

水分計特
有の電極
の構造

・電極を
試料に挿
入するた
めの構成

・・センサ
電極を進
退させる
もの

・・測定装
置ごと試
料に挿入
するもの

・試料の
表面に電
極を当て
るもの

・電極間で試
料を保持する
もの

・・電極間
で試料を
粉砕する
もの

・アース
電極を併
用するも
のCB CB00 CB01 CB02 CB03 CB05 CB06 CB07 CB08 CB09

水分計の
試料の選
別及び供
給

・試料の
選別のた
めの構成

・・試料の
粒径によ
るもの

・・試料の
重さ，密
度による
もの

・試料の供給
のための構
成

・・コンベ
アによる
もの

・・スク
リュウに
よるもの

・・自然落
下による
もの

・・測定時の
み試料を供
給するもの

CC CC00 CC01 CC02 CC03 CC04 CC05 CC06 CC07 CC08 CC09 CC10

水分計の
試料の粉
砕のため
の構成

・試料皿 ・・圧力調
整のため
の構成

・押圧部
材

・・ネジに
より進退
するもの

・・・動力で移
動させるもの

・・押圧部
材の圧力
を調整す
るもの

・・押圧部
材の移動
時期，時
間を調整
する

・ロール
を用いる
もの

・・ロール間
の圧力調整
に関するも
の

・・ロール
の回転を
制御する
ものCD CD00 CD01 CD02 CD03 CD04 CD06 CD07 CD08

水分計の
測定室の
構成及び
温度測定

・測定室
に関する
構成

・・試料の
体積を計
る又は保
つための
構成

・・試料の
重さを計
る又は保
つための
構成

・・試料の
密度を計
る又は保
つための
構成

・温度測
定に関す
る構成

・・雰囲気
の温度を
みるもの

・・試料そ
のものの
温度をみ
るものCE CE00 CE01 CE02 CE03 CE04 CE06 CE07 CE08 CE09



水分計の
表示のた
めの構成
及び試料
の排出

・表示の
ための構
成

・・試料を
区別する
ための構
成

・・測定中
の表示の
ための構
成

・・測定結
果の表示
のための
構成

・試料の
排出

・・コンベ
アによる
もの

・・スク
リュウに
よるもの

・・自然落下
によるもの

CF CF00 CF01 CF02 CF03 CF04 CF06 CF10

水分計の
清掃のた
めの構成
及びその
他

・清掃の
ための構
成

・・ブラシ
を用いる
もの

・・振動に
よるもの

・・穀粒の
流れを利
用するも
の

・乾燥機
との組合
せに特徴
があるも
の

・その他
（Ｆ）

DA DA00 DA01 DA02 DA03 DA04 DA06 DA07 DA09 DA10

電界効果ト
ランジスタ
（ＦＥＴ）

・基板 ・・シリコ
ン系のも
の

・・Ｇａ―
Ａｓ系

・・多層構
造を持つ
もの

・ソース
領域

・・ソース
電極に特
徴がある
もの

・ドレイン領
域

・・ドレイ
ン電極に
特徴があ
るものDA11 DA12 DA13 DA14 DA15 DA16 DA17 DA19

・ゲート ・・イオン
感応層を
持つもの

・・・感応
層が複数
あるもの

・・・感応
層が無機
物からな
るもの

・・・感応層が
有機物からな
るもの

・・・・有機
物がポリ
マーであ
るもの

・・・・有機
物が生体
関連物質
であるも
の

・・比較電
極，参照電
極を持つも
のDA21 DA22 DA23 DA24 DA25 DA27 DA28 DA29 DA30

・保護の
ための構
成

・・ＦＥＴ全
体の保護

・・ゲート
の保護

・・ソース
の保護

・・ドレインの
保護

・製造方
法又は調
整方法

・・基板の ・・ソースの ・・ドレイ
ンの

DA31 DA33

・・ゲート
の

・複数の
ＦＥＴを持
つもの

EA EA00 EA01 EA02 EA03 EA04 EA05 EA06 EA07 EA08 EA09

キズ，欠陥
検知センサ

・通電電
極と測定
電極が区
別される
もの

・データ
解析装置
を持つも
の

・・欠陥部
の位置を
求めるも
の

・・欠陥部
の状態，
程度をみ
るもの

・・寿命等の
予知をするも
の

・監視，
管理のた
めに用い
られるも
の

・・良，不
良品の判
定

・・侵蝕，
劣化の検
出に用い
られるも
の

・歪の検出

EB EB00 EB01 EB02 EB03 EB04 EB05 EB06 EB07 EB08 EB09

被検体の
特徴

・線状体
（中実）

・管状体
（中空）

・面状体 ・立体 ・表面のキ
ズ，欠陥を見
るもの

・内面の
キズ，欠
陥を見る
もの

・部品 ・・半導体
材料

・・半導体
チップ

FA FA00 FA01 FA02 FA03 FA04 FA05 FA06 FA07 FA09 FA10

液体検知
センサ

・電極間
にセンサ
物質を持
たないも
の

・電極間
にセンサ
物質をも
つもの

・・センサ
物質が無
機物

・・・無機
物が金属
酸化物

・・センサ物
質が有機物

・参照電
極を持つ
もの

・ＦＥＴ
（ＤＡを併
記のこ
と）

・電極の支持
体

・・支持体
がセルを
構成する
ものFA11 FA14 FA15 FA16 FA17

・・支持体
がフロー
トとして
作用する
もの

・測定セ
ル

・・連続的に
測定するもの

・・シール
ド構造を
持つもの

・・透過選
択性の膜
を持つも
のFB FB00 FB01 FB02 FB03 FB04 FB05 FB06 FB07 FB08 FB09

液体検知
センサへの
試料供給
及び洗浄

・試料供
給

・・定量，
定濃度に
するため
の構成

・・ガスを
吸収させ
るための
構成

・・夾雑物
を除くた
めの構成

・洗浄装置 ・・測定毎
に行なわ
れるもの

・・自動的
に行なわ
れるもの

・・ブラシ
を用いる
もの

・・超音波を
用いるもの

GA GA00 GA01 GA02 GA03 GA04 GA06 GA07 GA08

固体検知
センサ

・電極間
にセンサ
物質をも
たないも
の

・電極間
にセンサ
物質をも
つもの

・・センサ
物質が無
機物

・・センサ
物質が有
機物

・洗浄の
ための装
置

・・自動的
に行なわ
れるもの

・・加熱に
より行な
われるも
のHA HA00 HA01 HA02 HA03 HA04 HA05 HA06 HA07 HA08 HA09

センシング
部に関する
回路

・直流を
用いるも
の

・交流を
用いるも
の

・・パルス
を用いる
もの

・センシ
ング部の
保護に関
するもの

・・過大電流，
過大電圧を
防ぐもの

・・センサ
の劣化を
監視する
もの

・・センサ
の劣化を
防止する
ためのも
の

・・・スイッ
チングに
よるもの

・タイマー回
路をもつもの

HB HB00 HB01 HB02 HB03 HB05 HB06 HB07 HB08

ヒーターに
関する回路

・クリーニ
ングに関
するもの

・・クリー
ニングの
時期に関
するもの

・・クリー
ニングの
温度に関
するもの

・消費電力の
低減に関す
るもの

・温度制
御に関す
るもの

・・スイッ
チングに
よるもの

・・ヒート
サイクル
をもつも
のHC HC00 HC01 HC02 HC03 HC04 HC06 HC07 HC08 HC09 HC10

出力に関
する回路

・出力の
補償に関
するもの

・・温度に
よる補償

・・・サー
ミスタを
用いるも
の

・・湿度に
よる補償

・検知の
ための回
路

・・検出レ
ベル設定
のための
もの

・・・演算
装置を用
いるもの

・・検出時
間，時期設
定のための
もの

・・検出信
号処理回
路

HC11 HC12 HC13 HC14 HC15 HC16 HC17 HC18 HC19 HC20

・・・検出
信号を微
分するも
の

・・・検出
信号を積
分するも
の

・・・検出
信号をデ
ジタル演
算処理す
るもの

・・・平均
値を求め
るもの

・・異常値を
認識するもの

・・・異常
値を除去
するもの

・・位置を
求めるも
の

・表示の
ための回
路

・・デジタルを
用いるもの

・・対数変
換するも
の



HC21 HC22 HC23 HC24 HC25 HC26 HC27

・・演算装
置を用い
るもの

・・光を利
用して表
示するも
の

・・レンジ
を切り換
えるもの

・センサ
の作動状
態を知る
ための回
路

・・測定開始
時の

・・測定中
の

・・測定終
了後の

HD HD00 HD01 HD02 HD03 HD05 HD07 HD08 HD09

報知，警報
に関する回
路

・目に訴
えるもの

・耳に訴
えるもの

・報知段
階を持つ
もの

・終了を知ら
せるもの

・安全の
ための回
路

・・断線，
誤作動を
検知する
もの

・・フェール
セーフを意
図したもの

HE HE00 HE01 HE02 HE03 HE05 HE07 HE10

電源，その
他に関する
回路

・直流を
用いるも
の

・・電池を
用いるも
の

・交流を
用いるも
の

・電圧を調整
するもの

・電流を
調整する
もの

・その他
の回路
（Ｆ）

JA JA00 JA01 JA02 JA03 JA04 JA05 JA06 JA07 JA10

製造方法 ・ガスセ
ンサ◎

・湿度セ
ンサ◎

・水分計
◎

・・穀物用
◎

・キズ、欠陥
検知センサ
◎

・液体検
知センサ
◎

・固体検
知センサ
◎

・その他
のセンサ
（Ｆ）

KA KA00 KA01 KA02 KA03 KA04 KA05 KA06 KA07 KA08 KA09 KA10

方法 ・ガス検
知のため
の方法

・空燃比
検知のた
めの方法

・センサ
の制御の
ための方
法

・湿度検
知のため
の方法

・液体検知の
ための方法

・・濃度検
知のため
の方法

・・・試薬
を用いる
もの

・・結露検
知のため
の方法

・固体検知の
ための方法

・・濃度を
検知する
ための方
法KA11 KA12 KA13 KA14 KA15 KA16

・キズ，
欠陥の検
知のため
の方法

・・ピン
ホール，
亀裂を検
知するた
めの方法

・・・位置
を検知す
るための
方法

・・不良品
を検知す
るための
方法

・・・部品の不
良品を検知
するための
方法

・・・半導
体の不良
品を検知
するため
の方法Copyright JPO and INPIT



テーマコード : 4C027
テーマコード 4C027

説明 生体の電気現象及び電気的特性の測定・記録 ( カテゴリ : 医学診断 )

FIカバー範囲 A61B5/04-5/05@Z

観点 Fターム FI適用範囲

AA AA00 AA01 AA02 AA03 AA04 AA06 AA07 AA10 A61B5/04-
5/04@Z;5/04,
310-5/05@Z生体信号種別

［心音，体位］
・生体電位電
流（ＡＡ０６を
除く）

・・心電 ・・脳波 ・・筋電，
神経の活
動電位

・生体インピー
ダンス

・・皮膚，
皮電点，
経絡検知
用

・磁場，
電場，電
磁波

BB BB00 BB01 BB03 BB05

特殊用途部位
［眼，歯，乳房
等］

・胎児用，子
宮用

・携帯
用，ポー
タブル

・他診断
治療と併
用［超音
波診断］CC CC00 CC01 CC02 CC04 CC06 CC08 CC10

目的［画質向上］ ・雑音の防止
・除去
（ＣＣ０２以
外）

・混入信
号の分離
抑制［筋
電，心
拍］

・生体の
保護・安
全，絶
縁，接地

・操作の自動
化

・模擬，
人工波形
発生，シ
ミュレー
ション

・試験，
接触抵抗
測定

DD DD00 DD01 DD02 DD03 DD04 DD05 DD07 DD09

刺激負荷部［臭，
衝撃］

・光・視覚刺
激

・音・聴覚
刺激

・電気刺
激［交
流，直
流］

・・ペース
メーカ

・・高周波
によるも
の，呼吸
波形検出
用のもの

・運動負
荷

・動作の
制御，波
形制御

EE EE00 EE01 EE03 EE05 EE06 EE08 EE10

測定部に特徴 ・入力部に特
徴［電極配
置，入力イン
ピーダンス］

・切換選
択，誘導
切換

・増幅部
に特徴
［帰還］

・・利得・感度
の調整

・校正，
基線，ド
リフト補
正

・インス
ト，零復
帰

FF FF00 FF01 FF02 FF03 FF04 FF05 FF07 FF09

信号変換，波形
処理

・Ａ／Ｄ変換，
サンプリング

・フィルタ ・微分，
差分
（ＦＦ０４
以外）

・高次微
分，高次
差分

・積分 ・同相加
算，平均
加算

・補間

FF11 FF15

・圧縮 ・光結
合，光伝
送（遠隔
以外）GG GG00 GG01 GG02 GG03 GG05 GG06 GG07 GG09 GG10

波形解析，判定 ・特定波形解
析・検知〔Ｐ，
Ｑ，δ〕

・・Ｒ波 ・・α波 ・時間，
間隔，幅
検知
（例．Ｒ―
Ｒ間隔）

・零交差，交点
検知

・ピーク
値，極
大，極小
値検知

・信号間
の比較・
演算［左
右比，自
乗］

・・相関，
類似度

GG11 GG13 GG15 GG16 GG18 GG20

・周波数解
析，スペクト
ル分析

・統計処
理（偏
差，平均
値，度数
等）

・生体状
態の判定
（麻酔度
等）

・・異常検知 ・心拍数
検知

・解析用
補助器
具，ス
ケールHH HH00 HH01 HH02 HH03 HH04 HH06 HH08

記録表示部 ・媒体（メー
タ、フィルム）

・・紙記
録，オシ
ログラフ

・・ＣＲＴ，
オシロス
コープ

・・発光素
子，発光
管

・・音，警報，
スピーカ

・・磁気記
録・再生

HH11 HH12 HH13 HH16 HH18

・内容，形態
に特徴（色，
静止像，輝
度）

・・ベクト
ル，リ
サージュ

・・分布像 ・・目盛，マー
カ，カーソル，
矢印

・・識別，
生体情報
［ＩＤ，血
圧］HH21

・制御（速度，
走査線，切
換，駆動等）



JJ JJ00 JJ01 JJ03

遠隔伝送［光］ ・電話回線 ・無線（光
→ＪＪ００
）

KK KK00 KK01 KK03 KK05 KK07

その他 ・機械的構造
が図示された
もの

・電子計
算機，
ＣＰＵ利
用

・メモリを
使用する
もの

・具体的
回路構成
自体，回
路細部構
成に特徴

Copyright JPO and INPIT



テーマコード : 4C038
テーマコード 4C038

説明 生体の呼吸・聴力・形態・血液特性等の測定 ( カテゴリ : 医学診断 )

FIカバー範囲 A61B5/06-5/22,280

観点 Fターム FI適用範囲

AA AA00 AA01 AA02 AA04 AA05 A61B5/12

聴力計 ・他覚的
測定；幼
児用のも
の

・・音響イ
ンピーダ
ンスの測
定

・自覚的
測定

・・自動的
測定

AB AB00 AB01 AB02 AB03 AB05 AB07 AB09 AB10

聴力計＝
特徴点

・音発生
（部）＜検
耳切換＞

・・純音以
外＜語音
＞

・・マスキ
ング，雑
音発生

・応答
（部）；応
答判定
（部）

・データ
処理；統
計処理＜
平均＞

・記録表
示（部）

・・オー
ディオグ
ラム

CC CC00 CC01 CC02 CC03 CC05 CC06 CC07 CC08 CC09 CC10 A61B5/07-
5/07,100

内部ラジ
オゾンデ

・投薬，
放出

・採取，
吸引

・測定 ・特徴点
＜密封＞

・・電極；
センサー
自体

・・誘導；
固定＜
針、磁気
＞

・・動作；
起動機構
＜糸きり
＞

・・送受
信，通信

・・材料，
材質

DD DD00 DD01 DD02 DD04 DD05 DD06 A61B5/20

泌尿器機
能の検査

・容器，
袋自体に
特徴

・容器，
袋の支待

・尿の流
れ，流量
の測定

・・構造に
特徴
（ＤＤ０１
を除く）

・・測定
系，回路
に特徴

FF FF00 FF01 FF03 FF05 FF06 A61B5/1172

指紋検出
＝目的；
用途

・指表面
の指紋検
出＜指に
適用＞

・潜在指
紋の検出

・指紋等
の識別；
照合；観
察（紙幣
含）

・・単に観
察するも
の

FG FG00 FG01 FG03 FG04 FG06 FG08 FG10

指紋検出
＝採取手
段＜静
電、ＲＩ＞

・光学的
手段

・検出剤
等を使用
する手段
＜粉、イ
ンク含＞

・・検出剤
等を付着
させる手
段＜塗
布，押捺
＞

・・転写手
段

・・ロー
ラー型の
もの

・・検出剤
等の材質
に特徴

HH HH00 HH01 HH02 HH03 HH05 HH06 HH08 A61B5/107,
400-5/107,
401身長測定

手段，目
盛り

・目盛り
付与物体
［壁，浴
壁］

・・棒状，
かん状物
体

・・・折り
畳み式；
伸縮式

・・紐，
帯，バン
ド状物体

・・・巻取
り式，巻
尺式

・目盛り
以外＜超
音波、光
＞HJ HJ00 HJ01 HJ03 HJ05 HJ06 HJ07 HJ09 HJ10

身長測定
＝特徴点

・乳幼児
用

・自動測
定

・カーソ
ル，計測
板

・カーソ
ルの移動
摺動機構

・測定値
表示形態

・身長測
定以外の
機能＜肥
満度演算
＞

・・体重計

KK KK00 KK01 KK03 KK04 KK05 KK07 KK08 KK10 A61B5/145-
5/1495

血液特性
の測定＝
測定する
もの

・飽和酸
素濃度

・ガス分
圧
＜ＮＨ３
＞

・・Ｏ２分
圧，ＰＯ２
分圧

・・ＣＯ２
分圧，
ＰＣＯ２分
圧

・イオン
濃度
＜Ｋ＋＞

・・ＰＨ，
Ｈ＋

・グル
コース，
血糖，ブ
ドウ糖KL KL00 KL01 KL02 KL03 KL05 KL07 KL09

血液特性
の測定＝
測定手
法，手段

・観血的
手法
（例．刺
入）

・・カテー
テル，カ
ニューレ
を使用す
る手法＜
採ガス＞

・・閉路，
体循環モ
ニター

・非観血
的手法
（例．経
皮，耳た
ぶ）

・光学的
手段
（例．光
ファイバ）

・電気化
学的手段
（例．電
極）KM KM00 KM01 KM03 KM05

血液特性
の測定＝
目的

・ノイズ防
止，精度
向上

・較性，
校正，補
正

・血液の
凝固防止

KX KX00 KX01 KX02 KX04



血液特性
の測定＝
特徴点
（ＫＹを除
く）

・測定シ
ステムに
特徴のあ
るもの

・・測定回
路（系），
演算に特
徴のある
もの

・部分の
構成に特
徴（ＫＹを
除く）KY KY00 KY01 KY02 KY03 KY04 KY05 KY06 KY07 KY08 KY09 KY10

血液特性
の測定＝
電極，セ
ンサ装置
に特徴

・部品の
配置，組
合せ

・・部品の
結合手法
（例．着
脱）

・特徴に
関連する
要素部
分，要素
機能

・・先端
部，皮膚
接触部
（ファイバ
端含）

・・電解液 ・・膜，ガ
ス透過機
能

・・発熱，
温度調整
機能

・・（貴）金
属電極，
参照電極

・・ガラス
電極

・・半導体
センサ

KY11 KY13

・材質 ・製造方
法

PP PP00 PP01 PP03 PP05 PP07 PP09 A61B5/16-
5/18

心理反応
検査＝判
定事項

・疲労度 ・精神，
心理，感
情

・睡眠
度，意識
状態

・性格 ・嘘発見

PQ PQ00 PQ01 PQ03 PQ04 PQ06

心理反応
検査＝用
途

・乳幼
児，小児
用

・運転車
用

・・車両と
結合した
もの

・携帯用

PR PR00 PR01 PR02 PR04

心理反応
検査＝刺
激手段＜
電気刺激
＞

・視覚刺
激

・・フリッ
カ

・聴覚刺
激

PS PS00 PS01 PS03 PS05 PS07 PS09

心理反応
検査＝測
定試験内
容＜心
拍、体温
＞

・生体電
気イン
ピーダン
ス，抵抗

・脳波 ・発声状
態

・動き（眼
球）

・作業試
験，検査
用紙

SS SS00 SS01 SS02 SS04 SS05 SS06 SS08 SS09 A61B5/08-
5/097

呼吸器機
能の測定
＝目的
データ＜
残気量＞

・呼吸イ
ンピーダ
ンス，呼
吸抵抗

・・空気振
動法，
オッシ
レーショ
ン法

・呼吸流
量，フ
ローボリ
ウム

・肺活量 ・クロー
ジングボ
リウム

・呼吸数 ・・無呼吸
検知

ST ST00 ST01 ST02 ST04 ST05 ST07 ST09

呼吸器機
能の測定
＝目的

・操作の
自動化

・装置，
器具の保
護

・雑音防
止，混入
信号分
離，精度
向上

・校正，
補正，零
調整

・滅菌，
殺菌，消
毒対策

・麻酔
時，人工
呼吸時測
定SU SU00 SU01 SU02 SU03 SU04 SU06 SU08

呼気；ガ
スの測定
手法，手
段

・呼気流
速を測定
するもの
＜湿度、
超音波＞

・・差圧セ
ンサを用
いるもの

・・羽車を
用いるも
の

・・感温素
子を用い
るもの

・呼気
圧，内圧
を測定す
るもの

・ＲＩ、ト
レーサを
使用する
ものSU11 SU12 SU13 SU14 SU15 SU17 SU18 SU19 SU20

・容器式
手段によ
る測定

・・上下動
型

・・左右動
型

・・回動型 ・・液体を
使用する
もの

・ガス分
析，濃
度，質量
の測定
＜Ｈｅ、
Ｎｅ＞

・・Ｏ２，
酸素

・・ＣＯ２，
二酸化炭
素

・・アル
コール

SV SV00 SV01 SV03 SV05

呼気；ガ
ス以外の
測定［体
温，脈
拍］

・体動，
体型変化
の測定

・電気イ
ンピーダ
ンスの測
定

・音の測
定

SX SX00 SX01 SX02 SX04 SX05 SX07 SX08 SX09

呼吸器機
能の測定
＝特徴箇
所，特徴
点

・機構，
構造
（ＳＸ１１，
ＳＸ１２を
除く）

・・補助部
品＜マウ
スピース
＞

・回路構
成

・・演算回
路，メモ
リ使用＜
除算＞

・波形処
理，解析

・・呼吸位
相検知

・・極大，
極小，
ピーク検
出＜呼吸
始期＞

SX11 SX12 SX20

・記録表
示

・・ＣＲＴ
表示

・その他

TA TA00 TA01 TA02 TA03 TA04 TA05 TA06 TA10 A61B5/15-
5/157

採血手段 ・真空採
血管（主
に
ＵＡ００～
ＵＤ００）

・ランセッ
ト（主に
ＵＥ００）

・注射器
（主に
ＵＦ００）

・ポンプ
吸引型
（主に
ＵＧ００）

・毛管型
（主に
ＵＨ００）

・採血針
そのもの
（主に
ＵＪ００）

・その他



UA UA00 UA01 UA02 UA03 UA04 UA05 UA06 UA07 UA10

目的（主
に真空採
血管）

・真空度
（減圧状
態）の維
持

・凝固 ・・抗凝固 ・血栓溶
解

・血液付
着の阻止

・血清と
血餅の分
離

・解糖阻
止

・その他

UB UB00 UB01 UB02 UB03 UB05 UB06 UB07 UB08 UB10

容器の形
状・材質
に特徴

・多層構
造

・・管壁に
付着させ
るもの

・・・ガラ
ス微粒子
等の無機
粉末

・・管壁に
塗布する
もの

・・・管壁
に噴霧さ
せるもの

・容器に
細工をし
たもの（リ
ブ・ビ－ド
など）

・ラック
（容器を
いれるカ
ゴ）

・その他

UC UC00 UC01 UC02 UC03 UC04 UC10

容器に封
入されて
いるもの

・気体 ・液体 ・固体 ・・薬剤 ・その他

UD UD00 UD01 UD02 UD03 UD04 UD10

容器の栓
に特徴を
有するも
の

・栓の材
質に特徴
を有する
もの

・・異なる
材質で構
成されて
いるもの

・・・皮膜
されてい
るもの

・栓の形
状に特徴
を有する
もの

・その他

UE UE00 UE01 UE02 UE03 UE04 UE05 UE07 UE08 UE09 UE10

ランセット ・ランセッ
トのみ

・押し出
し機構が
あるもの

・・戻り機
構がある
もの

・ランセッ
ト保持手
段に特徴
を有する
もの

・ランセッ
トの形状
・構成に
特徴があ
るもの

・採血容
器が備
わってい
るもの

・ランセッ
トの材質
に特徴が
あるもの

・ランセッ
トをカ
バ－する
キャップ
に特徴を
有するも
の

・その他

UF UF00 UF01 UF02 UF03 UF05 UF06 UF07 UF08 UF09 UF10

注射器型 ・吸引す
るタイプ

・・ピスト
ンを前進
するタイ
プ

・真空採
血管を使
用するタ
イプ

・シリンダ
自体に特
徴がある
もの

・ピストン
（又はプ
ランジャ）
自体に特
徴がある
もの

・・ピスト
ン駆動機
構がある
もの

・・・バネ
で

・・・手動
式

・空気除
去機構を
有するも
のUF11 UF13 UF14 UF15 UF16 UF20

・針と採
血空間と
の間に特
徴がある
もの

・材質に
特徴を有
するもの

・採血空
間に存在
するもの
に特徴が
あるもの

・・薬剤 ・・かくは
ん子

・その他

UG UG00 UG01 UG02 UG03 UG04 UG05 UG10

ポンプ吸
引型

・陰圧力
を採血容
器に及ぼ
すもの

・採血の
重量を測
定する手
段を有す
るもの

・スポイト
型

・針と採
血空間と
の間に特
徴を有す
るもの

・・ロ－ラ
ポンプを
使用する
もの

・その他

UH UH00 UH01 UH02 UH03 UH04 UH05 UH06 UH07 UH08 UH10

毛管型 ・毛管の
材質に特
徴を有す
るもの

・・管内面
の処理

・管自体
の形状に
特徴を有
するもの

・針を有
するもの

・保護管
を有する
もの

・フィル
タ－を有
するもの

・チュ－
ブ状のも
の

・毛管の
端部が拡
大してい
るもの

・その他

UJ UJ00 UJ01 UJ02 UJ03 UJ04 UJ06 UJ07 UJ10

主に採血
針

・針自体
に特徴を
有するも
の

・・窓孔，
側孔を有
するもの

・針の処
理具（抜
脱、取り
外し）

・保護カ
バ－

・保持手
段に特徴
を有する
もの

・ゴム鞘
に特徴を
有するも
の

・その他

VA VA00 VA01 VA02 VA03 VA04 VA05 VA06 VA07 VA08 VA09 A61B5/103-
5/107,300;
5/107,410-
5/1171,300;
5/1174-
5/1178

目的 ・衣服作
成

・靴の作
成

・体形（体
型、体
格）測定

・人体の
特定部位
の測定
（動きの
測定も含
む）

・診断（脊
柱側湾症
など）

・姿勢矯
正

・個人識
別（人相
など）

・復顔（鑑
定など）

・肥満度
チェック

VA11 VA12 VA13 VA14 VA15 VA16 VA17 VA18 VA20

・バラン
ス機能解
析

・歩行解
析

・・歩数測
定

・立位訓
練

・睡眠・居
眠りなど
の検知

・遠方監
視（病人・
老人な
ど）

・反応検
査

・所定事
項の報知

・その他

VB VB00 VB01 VB02 VB03 VB04 VB05 VB06 VB07 VB08 VB09

測定対象 ・人体 ・・頭 ・・顔 ・・・眼 ・・・口 ・・・・噛み
合わせ

・・・舌 ・・・あご ・・・喉，
喉頭

VB11 VB12 VB13 VB14 VB15 VB16 VB17 VB18 VB19 VB20

・・腕 ・・手 ・・指 ・・足 ・・・重心
の測定

・・足指 ・・足跡 ・・座高 ・・胸囲 ・・子宮、
腟



VB21 VB22 VB23 VB24 VB25 VB26 VB27 VB28 VB29

・・毛髪 ・・皮膚 ・・・体表
面の形状
（凹凸な
ど）

・・骨盤 ・・内臓 ・・乳房 ・・脊柱 ・・腹部 ・・背中

VB31 VB32 VB33 VB34 VB35 VB36 VB37 VB40

・体動 ・・体表面
の振動

・・呼吸動 ・筋電位 ・全身 ・輪郭 ・断面形
状

・その他

VC VC00 VC01 VC02 VC03 VC04 VC05 VC06 VC07 VC08 VC09 VC10

測定手段 ・光によ
る

・・投光器
使用

・・・スリッ
ト状光使
用

・・・モア
レトポグ
ラフィ法
（モアレ
縞）

・写真撮
影、ビデ
オ録画な
ど

・型枠 ・目盛り
尺、定規

・メジャ－
（ベルトタ
イプも含
む）

・角度計 ・身長計
タイプ

VC11 VC12 VC13 VC14 VC15 VC16 VC17 VC20

・連結棒・
接触棒タ
イプ

・接点ピ
ンタイプ

・・ポイン
トデジタ
イザ

・超音波
診断応用

・Ｘ線診
断応用

・パネル
使用

・内視鏡
使用

・その他
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テーマコード : 4C127
テーマコード 4C127

説明 生体の電気現象及び電気的特性の測定・記録 ( カテゴリ : 医学診断 )

FIカバー範囲 A61B5/05-5/0538;5/24-5/398

観点 Fターム FI適用範囲

AA AA00 AA01 AA02 AA03 AA04 AA06 AA07 AA10 A61B5/05-
5/0538;5/24-
5/398

生体信号種別
［心音，体位］

・生体電位電
流（ＡＡ０６を除
く）

・・心電 ・・脳波 ・・筋電，
神経の活
動電位

・生体インピー
ダンス

・・皮膚，
皮電点，
経絡検知
用

・磁場，
電場，電
磁波

BB BB00 BB01 BB03 BB05

特殊用途部位
［眼，歯，乳房
等］

・胎児用，子宮
用

・携帯
用，ポー
タブル

・他診断
治療と併
用［超音
波診断］CC CC00 CC01 CC02 CC04 CC06 CC08 CC10

目的［画質向
上］

・雑音の防止，
除去（ＣＣ０２
以外）

・混入信
号の分離
抑制［筋
電，心
拍］

・生体の
保護，安
全，絶
縁，接地

・操作の自動
化

・模擬，
人工波形
発生，シ
ミュレー
ション

・試験，
接触抵抗
測定

DD DD00 DD01 DD02 DD03 DD04 DD05 DD07 DD09

刺激負荷部
［臭，衝撃］

・光，視覚刺激 ・音，聴
覚刺激

・電気刺
激［交
流，直
流］

・・ペース
メーカ

・・高周波
によるも
の，呼吸
波形検出
用のもの

・運動負
荷

・動作の
制御，波
形制御

EE EE00 EE01 EE03 EE05 EE06 EE08 EE10

測定部に特徴 ・入力部に特
徴［電極配置，
入力インピー
ダンス］

・切換選
択，誘導
切換

・増幅部
に特徴
［帰還］

・・利得，感度
の調整

・校正，
基線，ド
リフト補
正

・インス
ト，零復
帰

FF FF00 FF01 FF02 FF03 FF04 FF05 FF07 FF09

信号変換，波
形処理

・Ａ／Ｄ変換，
サンプリング

・フィルタ ・微分，
差分
（ＦＦ０４
以外）

・高次微
分，高次
差分

・積分 ・同相加
算，平均
加算

・補間

FF11 FF15

・圧縮 ・光結
合，光伝
送（遠隔
以外）GG GG00 GG01 GG02 GG03 GG05 GG06 GG07 GG09 GG10

波形解析，判
定

・特定波形解
析，検知［Ｐ，
Ｑ，δ］

・・Ｒ波 ・・α波 ・時間，
間隔，幅
検知
（例．Ｒ－
Ｒ間隔）

・零交差，交点
検知

・ピーク
値，極大
値，極小
値検知

・信号間
の比較，
演算［左
右比，自
乗］

・・相関，
類似度

GG11 GG13 GG15 GG16 GG18 GG20

・周波数解析，
スペクトル分
析

・統計処
理（偏
差，平均
値，度数
等）

・生体状
態の判定
（麻酔度
等）

・・異常検知 ・心拍数
検知

・解析用
補助器
具，ス
ケールHH HH00 HH01 HH02 HH03 HH04 HH06 HH08

記録表示部 ・媒体（メータ，
フィルム）

・・紙記
録，オシ
ログラフ

・・ＣＲＴ，
オシロス
コープ

・・発光素
子，発光
管

・・音，警報，
スピーカ

・・磁気記
録，再生

HH11 HH12 HH13 HH16 HH18

・内容，形態に
特徴（色，静止
像，輝度）

・・ベクト
ル，リ
サージュ

・・分布像 ・・目盛，マー
カ，カーソル，
矢印

・・識別，
生体情報
［ＩＤ，血
圧］HH21



・制御（速度，
走査線，切
換，駆動等）

JJ JJ00 JJ01 JJ03

遠隔伝送［光］ ・電話回線 ・無線（光
→ＪＪ００
）

KK KK00 KK01 KK03 KK05 KK07

その他 ・機械的構造
が図示された
もの

・電子計
算機，
ＣＰＵ利
用

・メモリを
使用する
もの

・具体的
回路構成
自体，回
路細部構
成に特徴

LL LL00 LL01 LL02 LL03 LL04 LL05 LL06 LL07 LL08

電極 ・形状，構造 ・・ペース
ト収納室
を有しな
い平板
状，シー
ト状電極

・・ペ－ス
ト収納室
を有する
皿状，凹
状電極

・・複数の
セット電
極（人体
装着に適
したもの
→ＬＬ１３
）

・・吸着型
電極

・・クリップ型電
極

・・針型，
刺入型電
極

・・特定用
途（カ
テーテ
ル，脳
波，筋
電，胎
児，植込
等）

LL11 LL13 LL15 LL17 LL18 LL19

・補助具（接地
具，ペ－スト除
去具，接触抵
抗測定具等）

・人体装
着に適し
たもの
（帯体，
衣服，ヘ
ルメット
等）

・電極の
支持，設
置

・信号の
導出一般
（雑音防
止，イン
ピ－ダン
ス変換
等）

・・電極体
との電気
的接続

・・中継
具，コ－
ド

LL21 LL22 LL23 LL24 LL30

・材質に特徴
を有するもの

・・電極体
の材料

・・導電性
ペ－スト
（ゾル状）
の材料

・・導電性
パツド
（ゲル状）
の材料

・その他
の特徴
（製造方
法等）を
有するも
の
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